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『消防出初式オープニング』

　平成２７年の消防出初式は、かが
やき保育園によるマーチングで幕を
明け、かわいい園児の演奏が式典に
花を添えました。

路
ろ ぼ う

傍の花 シャコバサボテン
（老竹地区個人所有：ガネラン）
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新
し
い
年
を
迎
え
、
皆
様
に
は
家
族

揃
っ
て
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

合
併
し
て
か
ら
今
年
は
10
年
目
を
迎

え
ま
す
。
合
併
当
初
に
新
し
い
町
づ
く

り
を
計
画
し
、
取
り
組
み
出
し
た
初
年

度
に
水
害
に
遭
い
、
さ
ら
に
翌
年
の
18

年
に
は
前
年
を
上
回
る
大
水
害
に
よ
り
、

合
併
時
に
計
画
し
て
い
た
町
づ
く
り
が

思
う
よ
う
に
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

災
害
復
旧
を
は
じ
め
と
し
て
皆
様
の
献

身
的
な
ご
協
力
に
よ
り
、
十
分
と
は
言

え
ま
せ
ん
が
少
し
ず
つ
新
し
い
町
づ
く

り
が
進
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

町
づ
く
り
の
基
本
で
あ
る
『
そ
こ
に

住
む
人
の
安
心
安
全
対
策
』
も
合
併
時

に
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
平
成
17
年
に
続

き
、
18
年
の
水
害
は
中
山
間
地
域
に
あ

る
本
町
に
県
境
を
越
え
て
の
災
害
対
策

の
重
要
性
を
新
た
に
し
た
事
項
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
災
害
は
と
も
か
く
と
し

て
地
域
の
町
づ
く
り
は
、
行
政
区
域
を

越
え
て
取
り
組
む
重
要
性
を
合
併
時
の

水
害
は
教
え
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
水
害

の
原
因
と
な
っ
て
い
た
阿
波
井
関
の
改

修
も
今
年
３
月
を
も
っ
て
一
応
の
事
業

は
終
了
し
ま
す
が
、
川
内
川
改
修
の
二

次
的
な
事
項
と
し
て
細
部
に
亘
っ
て
河

川
流
域
の
形
態
を
調
査
し
、
問
題
と
な

る
点
を
改
善
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
に
続
き
、
総

合
的
な
冠
水
被
害
軽
減
対
策
事
業
計
画

の
基
本
的
な
事
項
で
あ
る
国
・
県
・
町

と
関
係
機
関
と
の
調
整
は
ほ
ぼ
終
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
今
後
は
事
業
を
進
め
る

な
か
で
よ
り
き
め
の
細
か
い
事
項
に
つ

い
て
は
、
対
策
協
議
会
を
編
成
し
て
国

や
関
係
機
関
と
の
協
議
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
計
画
を

進
め
る
う
え
で
、
国
を
は
じ
め
関
係
機

関
と
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
協
議
を
実

践
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

国
政
に
お
い
て
語
ら
れ
て
い
る
地
方

創
生
事
業
の
内
容
が
ど
う
な
る
か
今
は

明
確
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
政
の
動
き

に
注
目
し
、
本
町
の
重
要
事
業
が
こ
の

事
業
と
ど
う
い
う
関
係
と
な
る
の
か
注

目
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
町
独
立

の
創
生
の
計
画
を
立
て
る
こ
と
も
大
切

で
は
な
い
か
と
事
業
計
画
を
検
討
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
関
係
機
関
を
は

じ
め
町
民
皆
様
の
ご
意
見
の
集
約
も
大

切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
か

ら
し
て
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
各
種

事
業
を
検
討
し
、
修
正
の
必
要
な
所
は

改
め
る
こ
と
も
大
切
か
と
思
い
ま
す
。

わ
が
町
の
独
自
性
で
あ
る
県
境
に
あ
る

町
づ
く
り
は
、
県
内
事
業
は
も
と
よ
り

県
境
を
越
え
て
の
事
業
計
画
と
し
て
は
、

他
の
地
域
の
町
づ
く
り
と
は
異
な
る
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
、

長
い
年
月
の
も
と
隣
接
す
る
地
域
と
の

協
力
も
大
切
で
あ
り
、『
そ
こ
に
住
む

人
々
の
日
常
生
活
を
良
く
理
解
し
て
県

境
を
越
え
て
の
町
づ
く
り
を
す
る
こ
と
』

が
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
本
年
は
国
政
で
語
ら
れ
て
い
る
事

項
に
注
目
し
、
町
民
皆
様
と
と
も
に
町

づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
良
い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
祈
念
い
た
し
ま

す
。

  
「
合
併
10
周
年
を
迎
え
、
さ
ら
に
飛
躍
す
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
」

湧 

水 

町 

長
　 

米
満
　
重
満
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

輝
か
し
い
平
成
27
年
の
新
春
を
健
や

か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

毎
年
、
年
明
け
を
勝
栗
神
社
で
迎
え

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
勝
運
太
鼓
の

新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
獅
子
舞
と
勇
壮
な

太
鼓
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
が
致
し

ま
し
た
。

　

旧
年
中
は
、
町
政
の
推
進
と
町
議
会

活
動
に
対
し
、
町
民
の
皆
様
の
温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、職
員
の
不
祥
事
、横
領
事
件
が
あ
り
、

町
民
の
皆
様
に
多
大
な
ご
心
配
と
ご
迷

惑
を
お
掛
け
致
し
ま
し
た
。
議
会
と
致

し
ま
し
て
も
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
町
で
は
、
永
年
の
悲
願
で

あ
り
ま
し
た
川
内
川
の
阿
波
井
堰
改
修

工
事
も
行
政
、
議
会
、
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
み
、
本
年
中
に
は
完
成

と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、
災
害
に
強
い

町
づ
く
り
に
向
け
て
、
着
実
に
進
ん
で

お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
で

は
、
全
国
各
地
で
自
然
災
害
が
多
発
し

て
お
り
、昨
年
は
、広
島
の
土
石
流
災
害
、

御
嶽
山
に
お
け
る
火
山
噴
火
な
ど
、
こ

れ
ま
で
に
あ
ま
り
経
験
の
な
い
自
然
災

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
本
町
は
、
幸

い
に
台
風
等
に
よ
る
災
害
も
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
過
去
の
教
訓
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
行
政
、
住
民
共
に
、

そ
れ
ら
に
備
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

国
政
に
お
い
て
は
、
年
末
の
衆
議
院

議
員
選
挙
に
お
い
て
、
与
党
が
引
き
続

き
衆
議
院
で
３
分
の
２
を
確
保
し
て
、

第
３
次
安
倍
内
閣
が
発
足
し
ま
し
た
。

経
済
対
策
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
を
掲
げ

引
き
続
き
デ
フ
レ
脱
却
を
目
指
し
、
円

安
へ
の
対
応
な
ど
経
済
対
策
を
行
う
と

し
て
い
ま
す
。
又
、
そ
の
中
で
、
地
域

活
性
化
に
向
け
た
「
地
方
創
生
」
の
関

連
事
業
を
行
う
自
治
体
へ
支
援
す
る
方

向
で
調
整
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
地
域

経
済
活
性
化
や
人
口
減
少
対
策
の
５
ヶ

年
計
画
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
を
参
考
に
し
て
、
地
域
自

治
体
が
ま
と
め
る
計
画
で
、
全
て
の
都

道
府
県
と
市
町
村
に
地
方
版
戦
略
を
つ

く
る
努
力
義
務
を
課
し
て
い
ま
す
。
本

町
も
「
総
合
戦
略
」
を
踏
ま
え
、
作
成

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
農
業

関
連
で
は
、
15
年
産
米
の
生
産
で
コ
ス

ト
削
減
に
取
り
組
ん
だ
米
農
家
に
対
し

て
取
り
組
み
内
容
や
規
模
に
応
じ
て
、

１
ヘ
ク
タ
ー
ル
換
算
で
数
万
円
の
補
助

金
を
支
払
い
、
農
家
の
競
争
力
を
高
め

る
狙
い
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

町
議
会
は
、
二
元
代
表
制
の
下
で
、

町
長
や
そ
の
他
執
行
機
関
と
の
立
場
や

権
能
の
違
い
を
踏
ま
え
、
常
に
緊
張
あ

る
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
町
民
の
皆
様

の
福
祉
の
向
上
及
び
、
町
政
発
展
に
寄

与
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
の

も
と
、「
議
会
基
本
条
例
」
を
今
年
の
３

月
制
定
に
向
け
て
協
議
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
様
々
な
町
政
課
題
の
解
決

に
向
け
、
町
民
の
皆
様
の
声
を
十
分
お

聴
き
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
議
論
を
重

ね
る
と
と
も
に
、
夢
を
描
き
新
た
な
活

力
を
創
造
す
る
湧
水
町
を
目
指
し
て
、

町
議
会
の
改
革
、
活
性
化
に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

新
春
に
臨
み
、
町
民
の
皆
様
方
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
平
成
27
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
幸
多
い
輝
か
し
い
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
し
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

  
「
夢
を
描
き
新
た
な
活
力
を
創
造
す
る
湧
水
町
を
目
指
し
て
」

湧
水
町
議
会
議
長
　
仮
屋
　
良
二
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今年度は１３９人が成人を迎え，新成人としての一歩を踏み出しました。

希望を胸に，大人への第一歩

　

１
月
４
日
に
栗
野
中
央
公
民
館
で
成
人

式
が
開
催
さ
れ
、
鮮
や
か
な
振
り
袖
や
羽

織
袴
、
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
１
１
５
人

の
新
成
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
新
成
人
に
よ
る
実
行
委
員
会
（
会

長
：
赤
坂
卓
馬
さ
ん
（
上
川
西
地
区
））
が

中
心
と
な
っ
た
成
人
式
で
、
昨
年
の
11
月

に
実
行
委
員
会
を
発
足
し
、
自
ら
思
い
出

に
残
る
成
人
式
に
し
よ
う
と
何
度
も
打
ち

合
わ
せ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

初
め
に
式
典
が
行
わ
れ
、
新
成
人
か
ら

町
へ
記
念
品
（
図
書
購
入
費
）
の
贈
呈
が

あ
り
、
町
民
憲
章
を
新
成
人
全
員
で
宣
誓

し
ま
し
た
。

　

次
に
実
行
委
員
会
主
催
行
事
が
行
わ
れ
、

新
成
人
の
思
い
出
を
振
り
返
る
映
像
の
上

映
で
は
懐
か
し
い
場
面
に
笑
い
が
出
る
な

ど
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま

し
た
。
新
成
人
代
表
の
藤
垣
真
子
さ
ん
（
米

永
地
区
）
が
二
十
歳
の
決
意
を
述
べ
た
あ

と
、
小
・
中
学
校
時
代
の
恩
師
か
ら
激
励

の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
栗
野
幼
稚
園
児
に

よ
る
和
太
鼓
演
奏
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
友
人
や
恩
師
と
の
久
し
ぶ
り

の
再
会
に
喜
び
、
こ
れ
ま
で
育
て
て
く
れ

た
両
親
・
家
族
へ
の
感
謝
を
か
み
し
め
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

 20th
Anniversary

 新・成人
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消
防
庁
長
官
表
彰
及
び

県
消
防
協
会
退
職
感
謝

状
授
与

銀
盃
・
退
職
感
謝
状

元
湧
水
町
消
防
団

　
　

宿
口　

貞
行

　
　

藤
田　

芳
仁

　
　

橋
口　

満
弘

　
　

上
別
府　

廣　

　
　

今
園　

邦
彦

　
　

橋
本　

秀
人

　
　

水
溜　

昇
正

　
　

岩
崎　

イ
ツ
子

　
　

久
美
田
広
之

　
　

田
中　

正
俊

　
　

山
下　

将
吾

　
　

馬
場　

敏
郎

県
消
防
協
会
姶
良
伊
佐

支
部
長
表
彰

　
　

下
脇
田
高
雄  

（
吉
松
中
央
）

　
　

老
谷　

順
一
（
老
竹
）

　
　

園
田　

俊
二
（
長
谷
）

　
　

迫
坪　

耕
二
（
長
谷
）

　
　

亀
澤　

義
行
（
長
谷
）

　
　

新
屋
敷
幸
生
（
川
西
）

　
　

有
木　

伸
作   

（
栗
野
中
央
）

　
　

中
城　

勝
郎
（
鶴
丸
）

　
　

原
園　

裕
二
（
米
永
）

　
　

吉
村　

慎
一
（
川
添
）

町
長
表
彰

30
年
勤
続
章

　
　

礒
貝　

文
夫
（
本
部
）

25
年
勤
続
章

　
　

亀
澤　

幸
広
（
長
谷
）

　
　

海
老
原
正
明
（
般
若
寺
）

　
　

川
口　

孝
志
（
鶴
丸
）

20
年
勤
続
章

　
　

鈴
木　

健
二
（
幸
田
）

　
　

池
嶋　

達
朗
（
川
西
）

　
　

上
段　

良
二
（
轟
）

　
　

栗
下　

常
男 

（
般
若
寺
）

　
　

竹
下　

幹
雄
（
老
竹
）

15
年
勤
続
章

　
　

下
脇
田
高
雄
（
吉
松
中
央
）

　
　

老
谷　

順
一
（
老
竹
）

　
　

園
田　

俊
二
（
長
谷
）

　
　

迫
坪　

耕
二
（
長
谷
）

　
　

亀
澤　

義
行
（
長
谷
）

　
　

新
屋
敷
幸
生
（
川
西
）

　
　

有
木　

伸
作  

（
栗
野
中
央
）

　
　

中
城　

勝
郎
（
鶴
丸
）

　
　

原
園　

裕
二
（
米
永
）

　
　

吉
村　

慎
一
（
川
添
）

10
年
勤
続
章

　
　

米
山　

繁
美
（
鶴
丸
）

　
　

窪
園　

和
也
（
上
場
）

　
　

松
川　

竜
一
（
轟
）

　
　

大
山
惠
美
子
（
本
部
）

　
　

花
堂
た
え
子
（
本
部
）

　
　

丸
山　

雄
二  

（
吉
松
中
央
）

　
　

圖
師
千
鶴
美
（
本
部
）

　
　

久
美
田　

蘭
（
本
部
）

　
　

三
原　

洋
一
（
轟
）

　
　

猿
渡　

一
志
（
幸
田
）

　
　

桐
野　

正
三
（
老
竹
）　
　

　
　

向
井　

隆
成
（
米
永
）

　
　

永
野　

雄
三
（
川
添
）

５
年
勤
続
章

　
　

川
井
田
政
己
（
上
場
）

　
　

下
村　

謙
二
（
幸
田
）

　
　

宮
田　

克
也
（
川
添
）

　
　

鬼
塚　

博
文
（
北
方
）

　
　

馬
原
モ
モ
子
（
本
部
）

　
　

玉
利　

昌
子
（
本
部
）

　
　

恒
岡　

真
一
（
轟
）

　
　

興
邊　

雄
次
（
轟
）

　
　

内
堀　

昌
典
（
米
永
）

　
　

仮
屋　

秀
隆
（
米
永
）

　
　

脇　
　

雄
三
（
老
竹
）

　
　

西　
　

征
宏  

（
栗
野
中
央
）

　
　

丸
山　
　

剛  

（
吉
松
中
央
）

　
　

西
田
雄
一
郎
（
鶴
丸
）

　
　

永
野　

龍
馬
（
川
西
）

　
　

近
藤　

修
啓 
（
般
若
寺
）

一
般
感
謝
状

25
年
勤
続
者
の
家
族

　
　

亀
澤　

雄
幸

　
　

海
老
原
正
盛

　
　

川
口
な
る
み

15
年
勤
続
者
の
家
族

　
　

下
脇
田
友
子

　
　

老
谷
エ
ミ
子

　
　

園
田　

廣
夫

　
　

迫
坪　

直
子

　
　

亀
澤
さ
ゆ
り

　
　

新
屋
敷
尚
子

　
　

有
木　
　

彩

　
　

中
城　

仁
美

　
　

原
園　

天
翔

　
　

吉
村　

玲
子

町
消
防
団
後
援
会
長

表
彰

　
　

異
島　

博
臣
（
北
方
）

　
　

西　
　

政
隆
（
北
方
）

　
　

瀧
山　

直
人
（
長
谷
）

団
長
表
彰

　
　

大
浦　

幸
秀
（
中
津
川
）

　
　

西
田　

太
一
（
鶴
丸
）

　
　

大
山
惠
美
子
（
本
部
）

　
　

折
田
伸
一
郎
（
北
方
）

日
本
消
防
協
会
表
彰

勤
続
章

　
　

肱
岡　

秋
則
（
本
部
）

　
　

大
山　
　

力  

（
栗
野
中
央
）

　
　

吉
村　

政
志
（
川
添
）

鹿
児
島
県
消
防
協
会
長

表
彰

功
績
章

　
　

鈴
木　

健
二
（
幸
田
）

　
　

伏
見　

博
樹
（
中
津
川
）

　
　

上
段　

良
二
（
轟
）

　
　

竹
下　

幹
雄
（
老
竹
）

精
績
章

　
　

高
橋　

浩
治
（
川
添
）

　
　

老
谷　

順
一
（
老
竹
）

　
　

園
田　

俊
二
（
長
谷
）

　
　

新
屋
敷
幸
生
（
川
西
）

　
　

高
橋　

光
啓
（
中
津
川
）

　
　

迫
坪　

耕
二
（
長
谷
）

　
　

亀
澤　

義
行
（
長
谷
）

　
　

有
木　

伸
作  

（
栗
野
中
央
）

　
　

原
園　

裕
二
（
米
永
）

県
知
事
表
彰

10
年
勤
続
章

　
　

窪
園　

和
也
（
上
場
）

　
　

松
川　

竜
一
（
轟
）

　
　

馬
迫　

智
介  

（
般
若
寺
）

　
　

小
川　

直
也
（
川
西
）

　
　

大
山
惠
美
子
（
本
部
）

　
　

花
堂
た
え
子
（
本
部
）

　
　

圖
師
千
鶴
美
（
本
部
）

　
　

久
美
田　

蘭
（
本
部
）

　
　

三
原　

洋
一
（
轟
）

　
　

猿
渡　

一
志
（
幸
田
）

　
　

桐
野　

正
三
（
老
竹
）

　
　

大
平　
　

稔  

（
中
津
川
）

町
の
安
心
安
全
を
守
る
！

    

平
成
27
年
消
防
出
初
式
表
彰
者   

（
敬
称
略
）
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こ
の
た
び
、
町
民
生
委

員
・
児
童
委
員
協
議
会
会

長
の
竹
畑
國
輝
氏
（
西
下

場
地
区
在
住
）
は
、
15
年

余
り
の
永
き
に
わ
た
り
社

会
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
全
国

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、

同
氏
が
社
会
福
祉
関
係
機

関
誌
に
掲
載
さ
れ
た
地
域

環
境
づ
く
り
へ
の
取
組
み

に
つ
い
て
書
か
れ
た
記
事

と
と
も
に
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

             生涯を通じた健康生きがいづくり運動を推進していくために
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湧水町民生委員・児童委員協議会会長　竹畑國輝　　
　地域社会では，住民が抱える課題が複雑・多様化しています。一昔前であれば家族や近隣住民が
気づいたことも，現在は課題が潜在化し，たとえば一人暮らし高齢者・障がい者・養育困難の世帯
など，社会的孤立状態にある人々に必要な支援が届かない状況が生じています。住民同士の気づき
が難しくなっている地域社会ですが，私は民生委員・児童委員は地域で活動を進めるうえで，「地
域性」「日常性」「個別性」の３つの特徴があると思います。この特徴をどのように生かしていく
かが，必要な支援に結び付けられる方策ではないかと思います。「地域性」は民生委員・児童委員
として，地域全体をよく見ることができる立場にあることにより，身近に地域の住民の課題に触れ
やすく，気づき，発見し，見守りやすいという特徴です。地域に実際住んでいるということで「日
常性」につながります。「個別性」は，地域住民一人ひとりに身近に接しているので，個別の住民
の情報を得やすく，時間をかけて個別に継続支援ができます。地域社会で困難を抱える住民に気づ
き，必要な支援につなぐことができます。行政や医療機関などの専門職に伝えていく橋渡し役とし
て，地域でさまざまな困難を抱える住民に気づいた時，行政や専門機関に早くつなぐことが求めら
れる緊急的対応や認知症高齢者支援，障がい児世帯の支援など行政や関係機関と連携し，よりよい
地域環境づくりに微力ではありますが頑張っていきたいと思います。　　　

全
国
社
会
福
祉

　
協
議
会
表
彰

平成２６年第４回湧水町議会定例会報告
　１１月２８日から１２月１７日までの２０日間の会期で平成２６年第４回湧水町議会定例会が開会されました。
　本議会では，議案８件，予算案６件，承認１件が上程され，いずれも原案のとおり可決及び承認されました。
　ここでは，その主な内容をお知らせします。

（一部抜粋）

〔条例の改正等の内容〕
◇鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減
　少及び同組合の共同処理する事務の変更並びに同組合規約の変更
〈肝付東部衛生処理組合の解散等に伴い，鹿児島県市町村総合事
　務組合の規約を変更しました。〉
◇湧水町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定
　〈人事院勧告に基づき，町職員の給料月額，勤勉手当支給月数
　等を改正しました。〉
◇湧水町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定
　〈健康保健法施行令の一部改正に伴い，減額となった出産一時
　金を従来の４２万円支給するよう改正しました。〉
◇湧水町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
　する基準を定める条例の制定
　〈特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
　基準を国の基準に基づき制定しました。〉
◇湧水町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を
　定める条例の制定
　〈放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を国の
　基準に基づき制定しました。〉
◇湧水町家庭的保育事業の設備及び運営に関する基準を定める条
　例の制定
〈家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を国の基準に基
　づき制定しました。〉
◇湧水町包括支援センターの人員及び運営に関する基準を定める
　条例の制定
　〈地域包括支援センターの人員及び運営等に係る基準を国の基
　準に基づき制定しました。〉

◇湧水町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介
　護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関
　する基準を定める条例の制定
  〈指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予
　防予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法等に
　関する基準を国の基準に基づき制定しました。〉
〔補正予算〕
◇一般会計（補正６号）
　平成２６年度の総額に５６５万６千円を追加し，補正後の総額
　を６７億７２１０万５千円としました。
◇一般会計（補正７号）
　平成２６年度の総額に２億９５４４万円を追加し，補正後の総
　額を７０億６７５４万５千円としました。
◇国民健康保険事業特別会計（補正２号）
　平成２６年度の総額に５７４５万１千円を追加して，補正後の
　総額を１６億８１３４万１千円としました。
◇介護保険事業特別会計（補正２号）
　平成２６年度の総額に４５３４万２千円を追加し，補正後の総
　額を１３億７２２３万１千円としました。
◇後期高齢者医療事業特別会計（補正２号）
　平成２６年度の総額に３８万７千円を追加し，補正後の総額を
　１億４４１８万９千円としました。
◇水道事業会計（補正６号）
　収益的収入を１５６万６千円，収益的支出を４３４万円，
　資本的支出を１万６千円増額しました。
〔承認〕
◇専決処分の承認を求めることについて〔一般会計（専決２号）〕
　平成２６年度の総額に８６８万２千円を追加し，補正後の総額を
　６７億６６４４万９千円としました。
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ゆ
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の

ス
ポ
ー
ツ

第
65
回
全
国
高
等
学
校
駅
伝
競

走
大
会

　
　
　
　
　

期
日
：
12
月
21
日

　
　
　
　
　

場
所
：
京
都
府

第
21
位　

鹿
児
島
実
業
高
等
学
校　

　
　
　
　

２
時
間
７
分
40
秒

▼
１
区
（
10
・
０
㎞
）　

第
38
位　

永
山　

博
基
30
分
40
秒

　
　
　

  （
３
年
：
北
方
地
区
）

▼
２
区
（
３
・
０
㎞
）

第
9
位　

藤
崎　

真
伍
８
分
25
秒

　
　
　
　
（
３
年
：
西
下
場
地
区
）

第
59
回
鹿
児
島
県
高
校
新
人
剣

道
大
会

　
　
　
　
　

期
日
：
12
月
19
・
20
日

　
　
　
　
　

場
所
：
県
体
育
館

▼
男
子
個
人
戦

　

ベ
ス
ト
８  

内
村　

光
希

　
　
　
　
　
（
加
治
木
工
２
年
：
西

                 

下
場
地
区
）

▼
女
子
団
体
戦

　

準
優
勝　

鹿
児
島
実
業
高

　
　

勝
元　

和
伽
奈

　
　
　
　
　
（
２
年
：
幸
田
地
区
）

※
２
月
７
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
宮

崎
県
で
開
催
さ
れ
る
九
州
大
会
に
両

選
手
が
県
代
表
と
し
て
出
場
。

第
11
回
湧
水
カ
ッ
プ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

　
　
　

期
日
：
12
月
７
・
13
・
14
日

　
　
　

場
所
：
町
内
各
会
場

※
町
内
関
係
者
の
み
掲
載

▼
中
学
生
男
子
の
部

　

第
３
位　

重
富
・
栗
野
（
合
同
）

▼
小
学
生
男
子
の
部

　

第
３
位　

ス
タ
ー
ダ
ス
ト
ジ
ュ
ニ
ア

▼
小
学
生
女
子
の
部

　

第
３
位　

轟
Ｊ
Ｖ
Ｃ

第
30
回
幸
田
旗
剣
道
大
会

　
　
　
　

期
日
：
12
月
20
日

　
　
　
　

場
所
：
幸
田
地
区
体
育
館

※
町
内
関
係
者
の
み
掲
載

▼
団
体
の
部

　

優　

勝　

吉
松
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団

　

第
３
位　

轟
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団▼
個
人
の
部

〇
１
・
２
年
男
子

　

第
３
位　

喜
多
田
宗
二
郎
（
栗
野
剣
）

〇
３
年
男
子

　

準
優
勝　

田
中　

陽
翔
（
幸
田
剣
）

〇
５
年
男
子

　

優　

勝　

畠
中　

健
多
（
幸
田
剣
）

　

準
優
勝　

高
橋　

大
作
（
吉
松
剣
）

　

第
３
位　

古
川　

慶
次
（
栗
野
剣
）

〇
６
年
男
子

　

準
優
勝　

久
木
崎
武
尊
（
轟
剣
）

〇
１
年
女
子

　

第
３
位　

田
中　

結
愛
（
幸
田
剣
）

　

第
３
位　

田
原　

瑠
菜
（
轟
剣
）

〇
２
年
女
子

　

優　

勝　

宮
園
真
唯
子
（
栗
野
剣
）

　

準
優
勝　

久
木
崎
ゆ
い
の
（
轟
剣
）

　

第
３
位　

吉
永　

遙　

  

（
幸
田
剣
）

　

第
３
位　

福
永　

椿　

  

（
栗
野
剣
）

〇
３
・
４
年
女
子

　

優　

勝　

有
田
こ
こ
ろ
（
吉
松
剣
）

　

準
優
勝　

田
原　

愛
菜
（
轟
剣
）

　

第
３
位　

今
川
愛
加
吏
（
幸
田
剣
）

　

第
３
位　

寺
園　

颯
奈 

（
横
川
剣
）

〇
５
年
女
子

　

優　

勝　

二
渡　

舞
琴
（
吉
松
剣
）

　

準
優
勝　

宮
園
理
紗
子
（
栗
野
剣
）

〇
６
年
女
子

　

優　

勝　

池
田　

凜     

（
轟
剣
）

第
46
回
鹿
児
島
県
東
西
対
抗
剣

道
大
会

　

２
月
11
日
に
県
総
合
体
育
館
で
開

催
さ
れ
る
第
46
回
県
東
西
対
抗
剣
道

大
会
に
出
場
。

東
中
尾　

修
（
中
津
川
地
区
）

久
木
崎　

敢
（
轟
地
区
）

川
井
田
昴
樹
（
中
津
川
地
区
）

松
﨑　

元
治  （
中
津
川
地
区
）

三
堂　

翔
巧  （
中
津
川
地
区
）

内
村　

光
希
（
加
工
業
高
２
年
：
西

　
　
　
　
　
　

下
場
地
区
）

久
美
田
詩
織
（
栗
野
中
２
年
：
幸
田

　
　
　
　
　
　

地
区
）

鹿
児
島
県
選
抜
剣
道
選
手
権
大

会
　

２
月
11
日
に
県
総
合
体
育
館
で
開

催
さ
れ
る
鹿
児
島
県
選
抜
剣
道
選
手

権
大
会
に
出
場
。

川
井
田
昂
樹
（
中
津
川
地
区
）

（
敬
称
略
）

第
11
回
湧
水
カ
ッ
プ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

12
月
７
・
13
日
に
中
学

生
大
会
、
12
月
14
日
に
小

学
生
大
会
が
開
催
さ
れ
、

県
内
外
の
80
チ
ー
ム
（
小

学
44
チ
ー
ム
・
中
学
36

チ
ー
ム
）
が
参
加
し
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

吉
松
つ
つ
は
の
旗

中
学
校
野
球
大
会

　

12
月
14
日
に
開
催
さ

れ
、
県
内
外
の
16
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

第
30
回

幸
田
旗
剣
道
大
会

　

12
月
20
日
に
開
催
さ

れ
、
県
内
の
８
チ
ー
ム

（
90
名
）
が
参
加
し
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
が
主
催
す
る

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

湧
水
で
熱
戦
！
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12
17

12
19

12
21

12
24

12
25

12
17

大荒れの天気でも
　　小学生は元気 !

ロードミラーの
　清掃ボランティア

グリーン・ツー
　リズムが今熱い！

故郷の風景を
　もっと描きたい！

町青年団からの
　メリークリスマス！

地
域
の
安
全
は

　
地
域
で
守
る
！

　

台
風
並
み
に
発
達
し
た
低
気
圧
の
影
響
で
全

国
的
に
大
荒
れ
の
天
気
と
な
り
、
日
本
海
側
を

中
心
に
大
雪
が
降
り
、
本
町
で
も
2
～
５
㎝
の

積
雪
が
あ
り
ま
し
た
。

　

吉
松
小
学
校
で
は
、
児
童
が
雪
と
親
し
む
機

会
が
少
な
い
こ
と
か
ら
１
～
４
年
生
ま
で
の
１

校
時
の
授
業
を
振
り
替
え
て
、
雪
合
戦
や
雪
だ

る
ま
を
制
作
す
る
体
験
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
た
ち
で
遊
び
を
考
え

る
力
を
養
い
、
仲
間
と
協
力
す
る
こ
と
な
ど
を

こ
の
体
験
活
動
を
と
お
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

湧
水
町
農
業
機
械
士
会
（
会
長
：
小
野
惟
士

氏
）
の
６
名
の
方
々
が
「
地
域
の
安
心
安
全
に

つ
な
が
れ
ば
」
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
町
内
に

あ
る
ロ
ー
ド
ミ
ラ
ー
清
掃
を
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
同
会
で
は
、
毎
年
継
続
的
に
１
５
０
～

２
０
０
箇
所
も
の
ロ
ー
ド
ミ
ラ
ー
の
清
掃
を
し

て
お
り
、
１
年
間
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
、
汚
れ
の

目
立
っ
て
き
た
ミ
ラ
ー
は
、
１
基
ず
つ
丁
寧
に

磨
か
れ
本
来
の
役
割
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。
通

行
の
際
に
は
、
ロ
ー
ド
ミ
ラ
ー
を
活
用
し
て
安

全
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
町
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
湧
水
（
会
長
：
高
橋
源
悟
氏
）

は
、
観
光
農
園
「
さ
つ
ま
ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー

ム
」
に
お
い
て
感
謝
祭
を
実
施
し
、
こ
れ
ま

で
の
活
動
報
告
の
あ
と
そ
ば
打
ち
・
ピ
ザ
作

り
・
コ
ー
ヒ
ー
焙
煎
・
ガ
ネ
作
り
等
の
体
験

を
行
い
ま
し
た
。

　

昼
食
時
に
は
、
体
験
活
動
で
作
っ
た
料
理

を
頂
き
、
食
後
に
は
有
志
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

ミ
ニ
ラ
イ
ブ
も
あ
り
、
参
加
者
を
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。

　

米
永
地
区
出
身
の
田
中 

学
さ
ん
（
福
岡
県

在
住
）
が
、
風
景
画
『
待たいし
ゅ
ん春の
山さん
が河
』
を
町
へ

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
寄
贈
は
今
回
で
３
度
目
と

な
り
、
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
く
り
の
郷
に
併
せ

て
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

最
近
は
母
親
の
介
護
の
た
め
帰
省
す
る
機
会

が
多
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
懐
か
し
い
故
郷
の

風
景
を
描
く
こ
と
に
心
を
奪
わ
れ
、先
月
も「
湧

水
町
の
水
の
あ
る
風
景
」
を
描
い
た
作
品
展
が

町
内
で
開
催
さ
れ
、
油
絵
を
描
き
た
い
方
に
は

定
期
的
に
創
作
指
導
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
、
町
内
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
が
現
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
町
青
年
団
が
企
画

し
た
も
の
で
、
町
内
６
家
庭
か
ら
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。　

　

各
家
庭
か
ら
預
か
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
っ

て
子
ど
も
た
ち
の
も
と
を
訪
れ
る
と
突
然
現
れ

た
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
子
ど
も
た
ち
は
驚
い
て

い
ま
し
た
が
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
に
す
る
と
、

と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
ご
両
親
や
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
も
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
素
敵
な
笑
顔

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
い
、
み
ん
な
が
幸
せ
に

な
る
最
高
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
な
り
ま
し
た
。

　

湧
水
町
消
防
団
幸
田
分
団
に
後
方
支
援
隊
が
発

足
し
ま
し
た
。
初
代
隊
長
に
は
、
消
防
業
務
の
経

験
豊
富
な
吉
水
康
夫
氏
（
大
王
自
治
会
）
が
就
任

さ
れ
、
各
自
治
会
か
ら
１
名
ず
つ
の
隊
長
以
下
７

名
が
福
本
幸
田
地
区
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　

各
隊
員
は
消
防
団
の
経
験
も
あ
り
、
地
域
の
状

況
も
熟
知
し
て
い
る
た
め
、
幸
田
分
団
が
火
災
現

場
等
に
出
動
し
た
際
の
細
や
か
な
後
方
支
援
に
力

を
発
揮
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
は
、
こ
れ
ま
で
上
場
・
轟
・
中
津
川
の

各
地
区
に
後
方
支
援
隊
が
発
足
し
て
い
ま
す
。

 
ゆうすいの話題 このコーナーでは皆様からの情報をお待ちしております。℡74-3111（2212） 

 

（2211）
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30
年
程
前
、
部
活
動
を
終
え
て
帰
る
子
ど
も
た
ち
の
夜
道
を
明
る
く
す
る
た
め
に
始

め
ら
れ
た
取
り
組
み
は
、今
で
は
二
渡
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
「
星
の
さ
ん
ぽ
道
」
と
し
て
、

県
内
外
各
地
か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
る
本
町
を
代
表
す
る
冬
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
に
な
り

ま
し
た
。
12
月
６
日
に
点
灯
式
を
行
い
、
１
月
7
日
ま
で
の
午
後
５
時
30
分
か
ら
午
後

10
時
ま
で
、
毎
日
点
灯
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
『
星
の
さ
ん
ぽ
道
実
行
委
員
会
（
会
長
：
上
段
良
二
氏
）』
が
中
心

と
な
っ
て
、
約
15
万
球
の
電
球
が
2.0
㎞
に
わ
た
り
装
飾
さ
れ
、
轟
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

メ
イ
ン
会
場
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

訪
れ
た
方
々
は
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
ゆ
っ
く
り
と
歩
き
な
が
ら
楽
し
ま
れ
て
お
り
、

一
度
だ
け
で
な
く
週
末
の
た
び
に
来
ら
れ
る
方
も
多
い
よ
う
で
す
。
メ
イ
ン
会
場
に
は
、

焼
き
芋
な
ど
の
露
店
も
並
び
、
地
域
の
方
々
を
中
心
と
し
た
実
行
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
の

皆
さ
ん
が
多
く
の
来
場
者
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
12
日
に
は
、
鹿
児
島
実
業
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
を
招
い
て
の
演
奏
会
が
開
催
さ

れ
、
色
と
り
ど
り
の
電
飾
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
来
場
さ
れ
た
方
々
を
魅
了

し
ま
し
た
。

「
星
の
さ
ん
ぽ
道
」

★
二
渡
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
★

第30回国民文化祭 かごしま2015

平成27年　10.31㊏≫11.15㊐

幸田・轟小学校の「陣ノ岡初日の出」
　幸田・轟両小学校 PTA 主催により，毎年元日に陣ノ
岡広場で初日の出参拝を行っています。今年は，あいに
くの空模様で初日を拝める天候でありませんでしたが，
両地区から多くの方々が参加され，新年を祝いました。
　両地区では，イベントの準備と進行を隔年おきに交代
で行っており，本年は幸田小学校の徳重 PTA 会長をは
じめ，当地区の関係者がそれぞれ新年の挨拶を行いまし
た。また，主催者から招待された米満町長も参加してお
り，皆さんと一緒に万歳で新しい年を迎えました。
　当日，幸田小学校 PTA では，地区内の端山神社から
陣ノ岡まで歩く「新春歩こう会」も実施しており，約４
ｋｍの道のりを歩き通して陣ノ岡まで向かいました。

年末年始の
町内イベント
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軽自動車税の税率変更について 

平成２６年度税制改正により，平成２７年度から軽自動車税の税率変更

が行われます。 

 

原動機付自転車及び二輪車等は，平成 27 年度から既に登録されている車両も含め， 

原動機付自転車及び二輪車等 

四輪以上及び三輪の軽自動車 

すべての車両の税率が引き上げられます。 

種 別 変更前 変更後 

原動機付自転車 

50cc 以下 1,000 円 2,000 円

50cc 超 90cc 以下 1,200 円 2,000 円

90cc 超 125cc 以下 1,600 円 2,400 円

ミニカー 2,500 円 3,700 円

二輪の軽自動車 125cc 超 250cc 以下 2,400 円 3,600 円

小型特殊自動車 
農耕作業用自動車 1,600 円 2,400 円

その他のもの 4,700 円 5,800 円

二輪の小型自動車 250cc 超  4,000 円 6,000 円

 
 

① 平成２７年３月３１日以前に取得されている車両及び新車新規登録済みの車両は変

更ありません。 

② 平成２７年４月１日以後に新車新規登録される車は「平成２７年４月１日以後」のとおり

となります。 

③ 最初の新規登録から１３年を経過した四輪以上及び三輪の軽自動車は，平成２８年

度分以後の軽自動車税について適用となります。 

種 別 
平成 27年 3月31日以前の

新車新規登録車両 ① 

平成27年4月 1 日以後の

新車新規登録車両 ② 

13 年超 ※ 

（28 年度以降） ③ 

四輪 

乗用・自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円

乗用・営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

貨物用・自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

貨物用・営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

三輪 3,100 円 3,900 円 4,600 円

 

【問い合わせ先】 湧水町役場 栗野庁舎 税務課 74－3111（内線 2143） 
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軽自動車（三輪，四輪の軽自動車・125ｃｃを超え

廃車手続きができていない軽自動車はありませんか？

法人町民税法人税割の税率が変わりました

る二輪車，小型二輪車）は軽自動車検査協会

を通じて廃車手続きをしなければなりませんが，下記のような理由で廃車手続きができない場合，

必要書類の提出で課税を抹消できる場合があります。（ただし，軽自動車検査協会での登録は残

ります） 

また，下記以外の理由でも課税することが適当でないと認められる場合，課税抹消できる場合

がありますので，ご相談ください。 

 類 書 要 必 課税抹消できる主なケース

紛失または解体 ・亡失届（役場にあります） 

・解体証明書または自動車リサイクル法に基づく取引書（イン

ターネットから画面印刷できます） 

火災，天災，事故に伴う破損 ・亡失届 

・罹災を確認できる書類等 

盗難 ・亡失届 

・警察署の届出受理番号 

譲渡または売却 ・亡失届 

・譲渡または売却を証明する書類 

平成 26 年 10 月 1 日以後に開始した事業年度から法人町税法人割の税率が次のとおり変更に
なりました。 

 平成 26 年 9 月 30 日以前に
開始した事業年度 

平成 26 年 10 月 1 日以後に
開始した事業年度 

町民税 12.3％ 9.7％ 

 

 

  
 
確定申告センターを次のとおり開設します。 

 
相  談  会  場 

 

 
日   程 

 

加  音  ホ  ー  ル 

 

 

平成２７年２月１６日（月）～３月１６日（月） 

ただし，土曜日，日曜日を除く 

 

 

大 口 元 気 こ こ ろ 館 

 

 

平成２７年２月２５日（水）～２月２６日（木） 

 
〇 期間中は税務署内では申告相談は受け付けておりませんので、確定申告センターをご 
利用ください。 

 
（注）１ 受付時間は，午前９時から午後４時までです。 

平成２６年分の確定申告センターの開設について

   ２ 加音ホール会場では，主にご自分でパソコンを使って申告書を作成していただきます。 
   ３ 確定申告期限（３月１６日）間際になりますと，会場は混雑し長時間お待ちいただく

ことになります。相談の必要な方は，早い時期に会場にお越しいただくことをお勧めし

ます。 

軽自動車税の税率変更について 

平成２６年度税制改正により，平成２７年度から軽自動車税の税率変更

が行われます。 

 

原動機付自転車及び二輪車等は，平成 27 年度から既に登録されている車両も含め， 

原動機付自転車及び二輪車等 

四輪以上及び三輪の軽自動車 

すべての車両の税率が引き上げられます。 

種 別 変更前 変更後 

原動機付自転車 

50cc 以下 1,000 円 2,000 円

50cc 超 90cc 以下 1,200 円 2,000 円

90cc 超 125cc 以下 1,600 円 2,400 円

ミニカー 2,500 円 3,700 円

二輪の軽自動車 125cc 超 250cc 以下 2,400 円 3,600 円

小型特殊自動車 
農耕作業用自動車 1,600 円 2,400 円

その他のもの 4,700 円 5,800 円

二輪の小型自動車 250cc 超  4,000 円 6,000 円

 
 

① 平成２７年３月３１日以前に取得されている車両及び新車新規登録済みの車両は変

更ありません。 

② 平成２７年４月１日以後に新車新規登録される車は「平成２７年４月１日以後」のとおり

となります。 

③ 最初の新規登録から１３年を経過した四輪以上及び三輪の軽自動車は，平成２８年

度分以後の軽自動車税について適用となります。 

種 別 
平成 27年 3月 31日以前の

新車新規登録車両 ① 

平成27年4月 1 日以後の

新車新規登録車両 ② 

13 年超 ※ 

（28 年度以降） ③ 

四輪 

乗用・自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円

乗用・営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

貨物用・自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

貨物用・営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

三輪 3,100 円 3,900 円 4,600 円

 

【問い合わせ先】 湧水町役場 栗野庁舎 税務課 74－3111（内線 2143） 
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活動内容
　私たちの教室は，和気あいあいと楽しく 8 名
の学級生で活動しています。旬なアレンジを
楽しみながら，その折々の花を生けています。
　心豊かになり癒され，花の好きな人にピッタ
リの教室です。一緒に生けてみませんか。お
待ちしています。
開催日時　毎月 2・4 木曜日   1 9 : 0 0 ～ 2 1 : 0 0
開催場所　栗野中央公民館
連  絡 先　栗野中央公民館　☎ 74 － 4313

中央公民館作品展示の案内
栗 野

湧水水墨画教室

栗野書道教室 1 月 12 日～ 2 月 10 日

1 月 12 日～ 2 月 10 日吉 松

フラワーアレンジメント教室

　
短
　
　
歌

放
牧
で
草
食は

む
牛
も
冬
仕
度
畜
舎
に
戻
り
反は
ん
す
う芻
は
じ
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
保　

隆
雄

幼
児
の
お
乳
押
え
る
指
ま
で
も
も
ち
も
ち
全
て
が
餅
肌
な
り
き　
　
　
　
　
　

今
西　

麗
子

人
は
人
の
人
肌
ほ
ど
の
ぬ
く
も
り
の
腕

か
い
な
の
中
に
安
ら
ぎ
覚
ゆ　
　
　
　
　
　

   

榎
木
志
津
代

肌
襦
袢
一
つ
身
四
つ
身
本
裁
と
学
び
し
和
裁
忘
れ
ぬ
髙
齢　
　
　
　
　
　
　
　

冨
山　
　

泰

書
出
し
は
今
朝
の
気
持
を
そ
の
ま
ま
に
肌
寒
く
な
り
ま
し
た
ね
と
す
る　
　
　

坂
元　

美
子

肌
寒
く
重
ね
着
増
し
て
重
く
身
に
娘
か
ら
届
き
し
ユ
ニ
ク
ロ
肌
着　
　
　
　
　

中
村　

綾
子

誕
生
日
を
一
人
祝
う
は
寂
し
い
と
呟
く
父
に
「
チ
ロ
ル
と
行
く
よ
」　　
　
　

 

木
場　

千
恵

あ
と
一
枚
心
残
り
の
カ
レ
ン
ダ
ー
気
合
を
こ
め
て
一
気
に
剥
が
す　
　
　
　
　

上
水
流
和
子

牛
飼
ひ
を
生な
り
わ
い業
と
し
て
三
十
年
朽
ち
し
厩
う
ま
や
に
夫
の
幻　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

抜
水
ふ
く
代

乱
切
り
の
庖
丁
捌
き
も
手
馴
れ
た
り
独
り
暮
し
の
兄
の
夕
餉
に　
　
　
　
　
　

﨑
田　

ユ
ミ

鶴
田
ダ
ム
の
補
強
工
事
に
稼
働
初
む
ク
レ
ー
ン
の
秀
先
空
に
突
き
立
つ　
　
　

鬼
塚　

文
雄

知
り
人
の
つ
ぎ
つ
ぎ
逝
け
ば
先
細
る
身
の
行
く
末
を
し
み
じ
み
思
ふ　
　
　
　

原
口　

信
子

寒
気
き
て
慌
て
て
寝
具
を
準
備
す
る
光
陰
早
く
温
も
り
の
欲
し　
　
　
　
　
　

内
村
美
代
子

選
択
を
せ
ず
に
生
ま
れ
て
来
た
れ
ど
も
こ
の
十
分
で
五
個
の
選
択　
　
　
　
　

福
田
三
四
五

ひ
と
ゝ
せ
の
苦
楽
刻
み
て
去
り
ゆ
か
む
追
い
か
け
逝
き
し
友
偲
ぶ
師く

れ走　
　
　

内
村
と
し
子

今
年
こ
そ
災
害
な
き
よ
う
願
い
つ
つ
神
佛
に
祈
る
日
々
を
送
り
て　
　
　
　
　

城　

千
鶴
子

　
川
　
　
柳

【
川
柳
】

掃
除
機
を
止
め
て
指
折
る
五
七
五　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
堀　

松
枝

餅
焼
い
て
昼
を
す
ま
せ
る
一
人
膳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
園
ふ
く
え

美
し
く
枯
れ
た
い
女
の
身
だ
し
な
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
元　

芳
子

親
子
旅
思
い
出
づ
く
り
ま
た
ひ
と
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
元　

節
子

　
俳
　
　
句

行
く
末
の
己
れ
を
見
た
く
買
ふ
日
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綾
織　

統
一

　
薩
摩
狂
句 

（
唱
）
福
田
三
四
五 

同ど
う
そ
く
わ
い

窓
会　

服ふ
っ

も
若わ

こ
若わ

こ
余じ
ん
じ計
化ぬ
粧
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

田
島
総が
ん
ぶ
い

入
歯

 
（
唱
）
爺じ

あ
炬こ
た
っ燵
か
あ
薄
目
で
追う

か
た

久さ

ひ
か
ぶ
い
似
た
面つ
ら

が
会お

た
寄
い
正し
ょ
が
っ月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ち
ょ
っ
し
も
た

 

（
唱
）
笑わ

る
て
ん
泣ね

て
ん
大て

げ

ひ

と

概
同
等
っ
顔

カ
ラ
オ
ケ
を
買こ

た
や
同ど

し志
や
ら
毎め
ば
ん晩
来き

っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

店
ん
幸さ
っ

ち
ゃ
ん

 

（
唱
）
兄き
ょ
で弟
か
あ
曾
孫　

客き
ゃ

か
絶
え
ん
家や
ど

・
こ
の
「
湧
水
文
芸
」
コ
ー
ナ
ー
に
句
を
掲
載
し
た
い
方
は
、
毎
月
20
日
ま
で
に

栗
野
中
央
公
民
館
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

・
読
み
づ
ら
い
熟
語
等
に
は
読
み
仮
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
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国
保
だ
よ
り

　毎年実施される特定健診・がん検診の申し込みを２月から開始します。
対象者の方に『27 年度特定健診・がん検診申込書』を送付しますので，内容を確認し，
申し込みをしましょう。

　転ばぬ先の杖が健診です。健康の「ありがたさ」は失ってはじめて気づきます。
以下のような理由で受診の機会を逃している人はいませんか？

特定健診・がん検診の申し込みをしましょう！

～特定健診を受けて、早めの気づき・早めの改善を～

～①の理由で健診を受けない方へ～ ～③の理由で健診を受けない方へ～

～④の理由で健診を受けない方へ～

～②の理由で健診を受けない方へ～

②特定健診？
元気だし，やせているからメタ
ボは関係ないでしょう。

もし，体調が悪くなっても
医療機関にいけば大丈夫…

③お金がかかるし‥
　時間がないし…

④自分のからだのことは
　自分が一番わかるしまだまだ，

　　　若いし

①いつ・どこでやっているか
　　　　　　　　知らないし

めんどうだし

　湧水町では集団健診を行っています。
毎年 6・7 月ごろに栗野・吉松保健センターで実施し
ています。平成 27 年度も特定健診・がん検診をあわ
せた「セット健診」を計画していますので，申込書
に同封された内容をよく確認し健診を受けましょう。

　病気になった時のことを想像してみましょう。
通院や入院にどれくらいの時間がかかるでしょう
か？失うかもしれない時間に比べて健診の時間はほ
んのわずか。
なんとか時間をつくれませんか？

　健診を受けなければあなたの健康状態が把握できま
せん。健康状態が把握できずに悪化する人が増えると
医療保険者の負担する医療費が高くなり，結果的に皆
さんの支払う保険料も高くなります！
※特定健診の項目※

　やせているから健康とは限りません！！
日本人の死因のおよそ６割は「生活習慣病」である
ことをご存知ですか？生活習慣病の怖いところは進
行するまで自覚症状がほとんどないところです。自
分は健康と思っていても体の中では変化が起きてい
るかもしれません。

　生活習慣病の早期発見や予防を目的に始まった「特定健診」はメリットの多い健診です。あなたの将来の健康な
生活のためにも，今の自分の健康状態を知ることは大切な第１歩です。ぜひ利用してあなたの今後の健康づくりに
お役立てください。
                           ≪　ゆ  う  す  い　すっきり　教室　のお知らせ！！　≫
1月 22日＊正月で増えた体重を減らす運動について＊
2月 26日＊冷え性対策について＊　　　　　　　栗野保健センターで 9 時から始まります。ぜひお越しください！

申込を
する

結果
報告会

特定保健指導
( 必要な方のみ )受 診

年に 1 度の受診
が大切です

不健康な生活習慣
▼

▼

▼

危険因子の増加

生活習慣病の発症

重篤な疾患

○腹囲測定
腹囲を測定し，
内臓脂肪の蓄積
状態を確認しま
す。

○採血
高血糖や脂質異
常，動脈硬化リ
スクや肝機能を
確認します。

○身体計測
身長・体重から
肥満度を表すＢ
ＭＩ値を確認し
ます。

○血圧測定
動脈硬化を引き
起こすおそれの
ある血圧高値を
確認します。

心電図・眼底検査・貧血検査が行われることもあります。

○検尿
尿の成分を調べ，
糖尿病リスクや
腎機能・尿路の状
態を確認します。

○問診
現在の健康状態
や 喫 煙・ 服 薬・
既往歴などにつ
いて確認します。

問い合わせ先 栗野保健センター　TEL：７４－３１２０　
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開館時間：午前１０時～午後６時
休館日　：毎週月曜日，祝日（こどもの日，海の日，文化の日を除く），毎月第４木曜日，
　　　　　年末年始（12/29 ～ 1/3），特別館内整理期間　　問合せ先　℡ ： 7 4 - 1 8 2 1

くりの図書館に来てね！

　

■「ひつじがすき」
写真：佐々倉 実
文：佐々倉 裕美
出版：山と渓谷社
写真集 かわいい羊が満
載。羊の種類や飼育法など
についても，詳しく紹介さ
れています。

■「ヒツジのおくりもの」
著：宇土 巻子
絵：沼野 正子
出版：福音館書店 
絵本　羊の毛がセーターにな
るまでを，ていねいに描いた
本。寒い冬を暖かくすごせる
のは，羊たちのおかげですね。

■「サムさんと
　　　１０ぴきのひつじ」
文：ミジ・ケリー
絵：ラッセル・エイト
訳：まえざわ　あきえ
出版：朔北社
絵本 楽しく愉快な羊たち
が大活躍！夜の読み聞かせ
に，ぴったりです。

◆ 椋
むく

　鳩
はとじゅう

十 ◆
　1905年(明治38年)，長野県生まれ。
鹿児島県に教員として赴任後，教師
をしながら数多くの優れた動物文学
を発表し，文部大臣賞などを受賞。県
立図書館長，鹿児島女子短期大学教
授などを務めた。現在も国語の教科
書に採用されている「大造じいさん
とガン」は，湧水町(栗野岳麓)を舞台
にした物語。湧水町に関連した作品
は，ほかに「栗野岳の主」，「モモンガ」
がある。

リクエストが
　　　　 できます！
・ 新刊,他の方も読まれると考えられる
本は，新しく購入します。

（ご希望に添えない場合もあります。）
・ 出版されてから年数のたった本や専
門的な本などは，県内のほかの図書館
から借受けをします。

読
み
た
い
本
が
図
書
館
に

な
い
と
き
は
・
・
・
・ 図書館でお気軽におたずねください。

をいただきました。

2015年は
親子読書の年！

ありがとうございました。

平成27年 新成人の皆様から
御寄附をいただきました！
図書館資料の購入のため

大切に使わせていただきます。

御

「母と子の２０分間読書」 ５５年

寄 附

　

１
９
６
０
年
、
当
時
鹿
児
島
県
立
図
書
館
長
だ
っ
た
椋

鳩
十
氏
が
『
母
と
子
の
20
分
間
読
書
運
動
』
を
は
じ
め
ま

し
た
。「
で
き
る
だ
け
毎
日
、
子
ど
も
が
20
分
間
く
ら
い
教

科
書
以
外
の
本
を
読
む
の
を
、
親
が
そ
ば
に
座
っ
て
静
か

に
聞
く
」
と
い
う
運
動
で
す
。
同
じ
時
間
と
物
語
を
分
か

ち
合
う
こ
と
で
、
親
子
の
関
係
を
深
く
、
あ
た
た
か
い
も

の
に
し
よ
う
と
い
う
活
動
で
、
多
く
の
賛
同
を
得
て
、
全

国
へ
と
広
ま
り
ま
し
た
。

　

椋
氏
は
、
こ
の
20
分
間
を
「
子
ど
も
の
手
に
母(

父)

を

取
り
戻
す
時
間
で
も
あ
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
忙
し
い

母
親(

父
親)

が
手
を
と
め
て
、
自
分
の
話
す
こ
と
に
、
静

か
に
耳
を
か
た
む
け
て
く
れ
る
こ
と
は
、
子
ど
も
に
特
別

な
自
信
や
安
心
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
声
で
語
ら
れ
る
物
語
に
、
親
子
い
っ

し
ょ
に
笑
っ
た
り
、
涙
ぐ
ん
だ
り
、
じ
ー
ん
と
心
を
震
わ

せ
た
り
す
る
、
そ
う
い
う
心
の
交
流
は
、
親
子
ど
ち
ら
に

と
っ
て
も
、
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
に
な
り
ま
す
。
親

も
子
も
共
に
成
長
す
る
ひ
と
つ
の
方
法
で
も
あ
り
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
は
、
親
子
で
読
書
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
年

に
し
ま
し
ょ
う
。

椋
むく

　鳩
はとじゅう

十 さん提唱

未
年
に
読
み
た
い「
ひ
つ
じ
」の
本

ひ
つ
じ
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　みなさん，明けましておめでとうございます。私が４月湧水町に来
たのがまるで昨日のようなのに，もう２０１５年になりました！冬の
厳しい寒さの中で，毎朝「本当に家を出る必要があるのか」と慎重に検討しつつ一日の予定を立ててい
ます。１２月は轟地区のイルミネーションを何回か見に行き，作品に込められた想像力と努力に感心し
ました。メルヘンチックな雰囲気に浸り，いつか日本の友達に言われた言葉を思い出しました。「クリ
スマスは年に一度しか来ない非現実と触れるチャンスだから日本人は好きだよ」
　クリスマスになるとオーストラリア人も同じ「非現実」を求めていると思います。しかし，向こうは
夏だからそう簡単には行きません。猛暑の中でも溶けない雪だるまや汗一滴もかかないサンタクロース
を見かけると，クリスマスの魅力が一気に薄れ，どうも嘘っぽく感じてしまいます。しかし，これもあ
る意味で「非現実」ですね。
　オーストラリアの１２月の気候と典型的な北半球の「ホワイトクリスマス」のイメージが噛み合わず，
オーストラリア人は自分たちの環境に合ったクリスマスを作りました。例えばクリスマス料理は欧米の
定番であるロストターキーやハムだけじゃなく，体を冷やす生の海鮮料理も人気です。また，夏場のク
リスマス祝いを描いたクリスマスソングの替え歌がいくつか存在します。そして夜になって気温が多少
下がると，近所の公園に集まり，ろうそくを持ちながらクリスマスソングを歌う「C

カ ロ リ ン グ

aroling」というイ
ベントを開くところが多いです。全国最大のものはタレントや人気歌手が出演し，テレビで生中継をさ
れます。周りが知らない人ばかりでも，一緒にクリスマスの気分に浸って歌うのもまた楽しいです。も
し機会があれば，ぜひ参加してみてください。

真夏の C
非

hr i
現

s t
実

mas　

ジョシュア・リオンの国際交流日記

「クリスマスの休みについて」
　皆さん，明けましておめでとうございます。
　クリスマスと年末年始はいかがお過ごしでしたか？私は楽しく九州を旅し
てきました。九州は，いつものオーストラリアの夏の暑さに比べて冬の寒さ
がとても新鮮で良かったです。
　今回は私の故郷のクリスマスの様子を話してみたいと思います。
　メルボルンでは，年末の平均温度が３０度くらいですが，もっと暑くなってもおかしくありま
せん。自宅にイルミネーションやクリスマスのデコレーションを付ける人が多く，住宅街が轟の
イルミネーションのような状態になります。
　クリスマス当日は，ほとんどの店が休みなので，イブに慌ててクリスマスディナーの買い出し
をする人が多いです。クリスマスプリン，ターキー，ハム，野菜，エッグ・ノッグ，ジンジャー
ブレッド・マンとキャンディケインがこの時期の人気アイテムです。また，休みの日は海で海水
浴やサーフィンをする人も多いです。
　私はクリスマスの休みにたいてい仲間内でクリスマスパーティーをしてから，家族とクリスマ
スディナーを食べます。パーティーはプレゼントを交換してからバーベキューとゲームをします。
その準備でプレゼントを包みクリスマスカードを書くのも楽しいです。私の家族は香港の出身で
すから，クリスマスディナーは西洋の伝統的なクリスマス料理をあまり食べません。普通は中華
料理が何品かあって，ローストチキンも食べます。家族で食事をして，プレゼントを交換して，
一緒にいられるだけで幸せです。
　また，街の中心部も，とても賑わっています。マイヤーというデパートのメルボルン店は毎年
店の表にクリスマスジオラマを展示し，見に来る人が多いです。夜になるとメルボルンのタウン
ホールという建物に特別なクリスマスアニメーションが映されます。
　昨年の１２月は，ここ湧水町へ来て雪を見ることができたのでとても幸せでした。冬場の雪や
寒さを描くクリスマスソングの中に迷い込んだような気分でした。
　今年は，皆様のご家族と友人を大切にされ，幸せと成功が多々ありますように願っています。

シェリルの冒険記録日誌
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霧島市立舞鶴中学校の森重美香先生と
一緒に、切り絵に色セロファンを貼っ
てラミネートし、光を通して空間演出
を楽しめる、手軽なステンドグラスを
作りました。

発見楽しみ工房
申込は、当日の申込の他、電話・ＦＡＸによる事前の申込もできます。
その際は、代表者のお名前と参加人数をお知らせください。

平成2６年12月の
発見楽しみ工房の制作風景

」り作クッィテスンイレ・器楽族民「 回861第
　紙筒の中に細工を施し、柔らかな雨のような音がする民族楽器
を作ります。筒の表面に模様を描いたり紙を貼ったりして自分だ
けの楽器に仕上げましょう。
日　時／平成 27 年 3月 14 日（土）13：30～15：30
講　師／鹿児島県立南薩養護学校　德田　景　先生
定　員／ 20 名（年齢制限はなく、どなたでも気軽に参加できます。）
参加料／入園料の他に２００円

【申込み・お問い合わせ先】霧島アートの森　☎ 74 － 5945【申込み・お問い合わせ先】霧島アートの森　☎ 74 － 5945

月曜日休園
（祝日の場合は翌日休園）

 

村上隆《フィジカル・パイ》1992年

」うろくつをェジブオの光で紙和「 回761第
　和紙がつくりだす優しい光は、心も優しくしてくれます。和紙
を使って心を癒やすオリジナルのオブジェをつくりませんか。
日　時／平成 27 年 2月 14 日（土）13：30～15：30
講　師／鹿児島大学教育学部附属中学校　濱川　達一　先生
定　員／ 20 名（年齢制限はなく、どなたでも気軽に参加できます。）
参加料／入園料の他に２００円

　村上隆は、1962 年東京
に生まれました。村上は、
アニメーション的なキャラ
クターを描いた絵画などに
よって現代の美術界に一石
を投じ、国際的にも広く知
られています。その他にも、
展覧会企画や映画監督、若
手育成など、幅広く活動し
ています。
　本作は、社会批判的傾向
が色濃く出た村上の初期の
作品で、体育の授業で用い
られる運動マットを素材に
使い、日本の教育制度を
テーマとしています。タイ
トルにあるように、丸い形

開 催 中 　　2/15（日） 

の運動マットを重ねて、食べ物のパイに見立てています。
また、上に載せられたボーリングのボールはアメリカ文
化の輸入を表しています。それらは平和的・健康的に見
えますが、凶器にもなりかねないという、大衆文化のあ
る種の暴力性も表しています。視点を下げて脚部を見る
と、重い全体を支えるには心もとなく、不安感を誘います。

ア霧島　  ートの森

探
訪

霧
島

環

ー
か
ん
き
り
し
ま
た
ん
ぼ
う
ー

■
眺
め
る
山
か
ら
撮
る
山
へ

　
「
子
供
の
頃
は
眺
め
る
だ
け
の
山
々

だ
っ
た
が
、
今
で
は
一
番
の
遊
び
場

に
な
っ
て
い
る
。」

　

高
原
町
役
場
に
勤
め
る
内
村
秀
次

さ
ん
は
、
そ
う
語
り
ま
す
。

　

霧
島
連
山
の
写
真
を
撮
り
始
め
て

20
年
以
上
。
こ
れ
ま
で
に
霧
島
連
山

や
自
然
を
題
材
と
し
た
写
真
集
を
出

版
し
、
数
々
の
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
４
年
前
の
平
成
23
年
１
月
に

は
、
役
場
の
防
災
担
当
と
し
て
、
初

め
て
目
に
す
る
新
燃
岳
の
大
噴
火
も

カ
メ
ラ
に
収
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

■
山
と
の
つ
な
が
り

　

幼
い
頃
か
ら
、
家
か
ら
は
霧
島
を

一
望
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
霧
島
を
被
写
体
と
し
て
意
識
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
学
卒
業

後
に
北
海
道
や
ペ
ル
ー
に
撮
影
旅
行

に
行
っ
て
か
ら
。
そ
れ
以
来
、
文
字

通
り
霧
島
に
の
め
り
込
ん
だ
日
々
が

続
き
ま
し
た
。
撮
影
で
関
わ
る
一
方
、

役
場
職
員
と
し
て
防
災
に
も
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
結
婚
式
も
霧
島

の
山
中
で
し
ま
し
た
。

　

昔
に
較
べ
る
と
、
撮
影
の
た
め
霧

島
に
分
け
入
る
回
数
も
少
な
く
な
っ

た
が
、
そ
れ
で
も
霧
島
へ
の
興
味
が

尽
き
る
事
は
な
く
、
次
に
向
け
て
色
々

な
構
想
が
湧
き
出
し
て
い
ま
す
。
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阿波井堰の操作に関する住民説明会を開催します。

九
電
か
ら
の
感
電
事
故
防
止
の
お

知
ら
せ

　

九
州
電
力
で
は
、
凧
あ
げ
を
す
る
機
会

の
多
い
季
節
で
あ
る
冬
季
に
感
電
事
故
防

止
の
た
め
の
P
R
活
動
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
多
く
の
方
に
安
心
し
て
凧
あ
げ
を

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
電
線
の
近
く
で
の
凧
あ
げ
は
危
険
で
す

の
で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
電
柱
・
鉄
塔
に
登
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
切
れ
た
電
線
に
は
絶
対
に
触
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

※
凧
な
ど
が
電
線
に
引
っ
か
か
っ
た
場
合

や
引
っ
か
か
っ
た
凧
を
見
つ
け
た
場
合
は
、

絶
対
に
近
づ
か
ず
に
九
州
電
力
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
　

　

九
州
電
力(

株)

霧
島
営
業
所

　

☎
０
１
２
０
‐
９
８
６
‐
８
０
３

電
気
保
安
協
会
か
ら
の
電
気
事
故

防
止
の
お
知
ら
せ

　

電
気
は
、
生
活
し
て
い
く
上
で
無
く
て

は
な
ら
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
ひ
と
つ
で

す
。
皆
さ
ま
が
電
気
を
安
全
に
ご
使
用
い

た
だ
く
た
め
に
、
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
ホ
コ
リ
と
コ
ン
セ
ン
ト

　

冷
蔵
庫
や
テ
レ
ビ
な
ど
コ
ン
セ
ン
ト
を

長
期
間
差
し
込
ん
だ
ま
ま
に
し
て
い
る
と
、

隙
間
に
ホ
コ
リ
が
た
ま
り
、
そ
こ
に
湿
気

が
加
わ
る
と
火
災
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
（
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
）。
こ
の

時
期
に
、
点
検
と
清
掃
を
行
っ
て
安
全
に

使
い
ま
し
ょ
う
。

▼
タ
コ
足
配
線

　

タ
コ
足
配
線
を
し
て
い
る
と
、
一
度
に

た
く
さ
ん
の
電
気
が
流
れ
、
加
熱
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
電
化
製
品
は
、
コ
ン
セ

ン
ト
か
ら
直
接
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
先

　
（
一
財
）
九
州
電
気
保
安
協
会　

企
画

広
報
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
９
２
‐
７
１
１
‐
０
０
５
６

N
H
K
学
園
通
信
制
高
等
学
校
生

徒
募
集
に
つ
い
て

　

N
H
K
の
放
送
番
組
を
利
用
し
た
自

宅
学
習
と
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
併
用
に
よ
る

広
域
通
信
制
高
等
学
校
の
教
育
シ
ス
テ
ム

は
、
再
学
習
の
場
と
し
て
各
方
面
か
ら
評

価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
平
成
27
年
度
の
生
徒
・
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
無
料

の
案
内
書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

▼
広
域
通
信
制
高
等
学
校
普
通
科

○
履
修
年
数

　

３
年
（
転
編
入
あ
り
）

○
募
集
対
象

　

中
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
（
見
込
み
を

含
む
）、
高
等
学
校
中
退
者
な
ど

▼
社
会
福
祉
士
養
成
課
程

○
履
修
年
数

　

１
年
～
２
年

○
募
集
対
象

・
一
般
養
成
科
：
大
学
等
を
卒
業
さ
れ
た

方
な
ど

・
短
期
養
成
科
：
福
祉
系
大
学
等
に
お
い

て
基
礎
科
目
を
履
修
し
て
卒
業
さ
れ
た
方

な
ど

▼
生
涯
学
習
通
信
講
座

○
受
講
期
間

　

３
か
月
～
１
年
（
講
座
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。）

○
募
集
対
象

　

趣
味
・
語
学
・
資
格
な
ど
幅
広
い
講
座

に
興
味
の
あ
る
方

▼
問
合
せ
・
願
書
請
求
先

○
N
H
K
学
園
広
報

　

☎
０
４
２
‐
５
７
２
‐
３
１
５
１

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０
‐
０
６
‐
８
８
８
１

　町などからのお知らせや
募集などの情報をお届け
します。

Infomation

　九州地方整備局　川内川河川事務所が平成23年度より進めている
阿波井堰改築事業は第4期工事の堰本体と導水路施工，操作室上屋工
事の完成が間近となり，平成27年度は現在の井堰の撤去と管理設備
工事が予定されています。
　今回の堰本体工事の完成に伴い，阿波井堰の概要や操作に関する
住民説明会を下記のとおり開催します。どなたでも参加できますの
で，阿波井堰の操作についてご理解を深めていただくためにも，多
くの皆様方の参加をお願いたします。
≪吉松会場≫
日時：１月28日（水）①午後２時～　②午後６時～　　
場所：吉松中央公民館　大ホール

≪栗野会場≫
日時：１月29日（木）①午後２時～　②午後６時～　　
場所：いきいきセンター　研修室

【問合せ先】栗野庁舎　建設課　庶務係　℡：74-3111（内線 2254）　
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１/16 金 資源ごみ収集（川西地区） 2/1 日

１/17 土 ２/2 月
　　母子健康手帳交付（10：00～ 11：00）
　　※要予約
　　休館日

１/18 日 ２/3 火
資源ごみ収集（北方・轟・幸田・米永地区）
　　心も体も元気教室　膝・腰らくらくコース
　　（13：30～ 15：00）

１/19 月

　　心も体も元気教室　膝・腰らくらくコース
　　（13：30～ 15：00）
　　母子健康手帳交付（10：00～ 11：00）
　　※要予約
　　休館日
　　休館日

２/4 水 　　心も体も元気教室　膝・腰らくらくコース
　　（9：30～ 11：00）

１/20 火 資源ごみ収集（北方・轟・幸田・米永地区） ２/5 木 　　心も体も元気教室　元気アップコース
　　（13：30～ 15：00）

１/21 水 ２/6 金
資源ごみ収集（川西地区）
　　心も体も元気教室　貯筋アップコース
　　（9：30～ 11：00）

１/22 木

　　心も体も元気教室　貯筋アップコース
　　（9：30～ 11：00）
　　心も体も元気教室　元気アップコース
　　（13：30～ 15：00）
　　ゆうすいスッキリ教室（9：00～ 11：00）
　　休館(館内整理日)

２/7 土

１/23 金
資源ごみ収集（川東地区）
　　心も体も元気教室　膝・腰らくらくコース
　　（9：30～ 11：00）

２/8 日 	

１/24 土 　　おはなしの森（10：30～　
　　おはなしコーナー） ２/9 月

　　母子健康手帳交付（10：00～ 11：00）
　　※要予約
　　休館日

１/25 日  ２/10 火
資源ごみ収集（上場・老竹・長谷・東中下場・西
下場地区）
定例教育委員会（吉松庁舎）※一般の方も傍聴
できます。　　

１/26 月
　　母子健康手帳交付（10：00～ 11：00）
　　※要予約
　　休館日	

２/11 水 　　休館日

１/27 火 資源ごみ収集（上場・老竹・長谷・東中下場・西
下場地区） ２/12 木 　　心も体も元気教室　貯筋アップコース

　　（9：30～ 11：00）

１/28 水 　　心も体も元気教室　貯筋アップコース
　　（9：30～ 11：00） ２/13 金

資源ごみ収集（川東地区）
　　心も体も元気教室　貯筋アップコース
　　（9：30～ 11：00）  

１/29 木 　　心も体も元気教室　貯筋アップコース
　　（9：30～ 11：00） ２/14 土

１/30 金 ２/15 日

１/31 土 ２/16 月
　　母子健康手帳交付（10：00～ 11：00）
　　※要予約
　　休館日
　　休館日

吉中公

催し物
コーナー

　

栗野中学校生徒作品展（いきいきセンター町民ホール）
（１月 10日～ 1月 29日）	
公民館学級作品展　第１部（いきいきセンター町民ホール）
（１月 31日～２月 19日）	

◀
町
民
ホ
ー
ル
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日曜・祝日在宅医
（１・２月）

日曜・祝日歯科救急診療
時間　午前９時から午後３時まで
場所　姶良郡歯科医師会館
　　　口腔保健センター
　　　　　　　（鹿児島空港近く）
TEL　５８－４３８８
※受診の際は必ず保険証をご持参
　下さい。

１月 18 日㈰

２月  １日㈰

２月  ８日㈰

１月 25 日㈰ ２月 11 日㈬

２月 15 日㈰

吉松温泉医院
（湧水町）75 ー 3311

前田医院
（湧水町）74 ー 5001

林内科
（霧島市横川）72 ー 1818

霧島桜ヶ丘病院
（霧島市牧園）78 ー 3135

霧島桜ヶ丘病院
（霧島市牧園）78 ー 3135

春田医院
（霧島市牧園）76 ー 0053

12
月
1
日
（
月
）

・
議
会
本
会
議

12
月
2
日
（
火
）

・
議
会
本
会
議

12
月
3
日
（
水
）

・
え
び
の
駐
屯
地
業
務
隊
長
来
庁

対
応

12
月
6
日
（
土
）

・
町
功
労
者
玉
置
ト
シ
子
氏
葬
儀

参
列

・
星
の
さ
ん
ぽ
道
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
点
灯
式

12
月
7
日
（
日
）

・
湧
水
カ
ッ
プ
中
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

・
吉
松
幼
稚
園
生
活
発
表
会

・
上
場
分
団
消
防
自
動
車
お
披
露

目
式

12
月
8
日
（
月
）

・
M
B
C
ラ
ジ
オ
放
送
出
演

・
下
場
土
地
区
画
整
理
審
議
会

12
月
9
日
（
火
）

・
M
B
C
テ
レ
ビ
放
送
出
演

・
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
定

例
会
及
び
交
流
会

・
栗
野
土
地
改
良
区
水
神
祭

12
月
10
日
（
水
）

・
横
川
警
察
署
年
末
警
戒
出
発
式

12
月
11
日
（
木
）

・
舞
台
芸
能
祭
等
反
省
会

12
月
12
日
（
金
）

・
町
酪
農
部
会
交
流
会

12
月
13
日
（
土
）
～
14
日
（
日
）

・
鹿
児
島
刑
務
所
視
察
委
員
会
大

島
拘
置
支
所
視
察

12
月
16
日
（
火
）

・
鹿
児
島
刑
務
所
視
察
委
員
会

・
区
長
会
及
び
交
流
会

12
月
17
日
（
水
）

・
議
会
本
会
議

・
議
員
全
員
協
議
会

・
幸
田
分
団
後
方
支
援
隊
発
足
式

12
月
18
日
（
木
）

・
鹿
児
島
地
方
気
象
台
長
来
庁
対
応

・
え
び
の
市
長
と
の
協
議

・
経
済
連
肉
用
牛
事
業
部
長
来
庁

対
応

12
月
19
日
（
金
）

・
高
原
フ
ェ
ス
タ
彫
刻
造
形
展
実

行
委
員
会

・
消
防
団
幹
部
会
及
び
交
流
会

12
月
20
日
（
土
）

・
幸
田
旗
剣
道
大
会

12
月
21
日
（
日
）

・
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
湧
水

感
謝
祭

・
北
方
分
団
消
防
自
動
車
納
車
式

12
月
23
日
（
火
）

・
吉
都
線
イ
ベ
ン
ト
列
車
出
迎
え

12
月
24
日
（
水
）

・
伊
佐
北
姶
良
火
葬
場
管
理
組
合

議
会
定
例
会

・
伊
佐
北
姶
良
環
境
管
理
組
合
議

会
定
例
会

・
大
口
卸
売
市
場
管
理
組
合
議
会

定
例
会

・
伊
佐
湧
水
消
防
組
合
議
会
定
例
会

・
農
業
委
員
会
交
流
会

12
月
25
日
（
木
）

・
く
り
の
実
の
家
ク
リ
ス
マ
ス
忘

年
会

・
１
０
０
歳
到
達
者
訪
問

12
月
26
日
（
金
）

・
町
内
関
係
機
関
年
末
あ
い
さ
つ

廻
り

・
仕
事
納
め
式

12
月
29
日
（
月
）

・
年
末
夜
警

12
月
30
日
（
火
）

・
年
末
夜
警

町
長
動
静　
　
（
12
月
１
日
～
31
日
）

人口の動き
住民基本台帳による
※外国人を含む
（　）は前月比

人口　 10,298人（ －24人）
  男　　 4,764人（ －11人）
  女　　 5,534人（ －13人）
世帯数　5,007戸（ －17戸）
　転入　　   9人
　転出　   18人
　出生　　   7人
　死亡　　 22人

平成26年12月末現在

　
（
新
生
児
）　　
　
　

 （
保
護
者
）　
（
自
治
会
）

宮ミ
ヤ
ガ
ハ
ラ

ケ
原
瑛エ
イ
ト翔　

  　

翔
太　

 

県
営
団
地

久ク

メ

ダ
米
田
夢ム

ト翔　
 　

 

裕
一　

 

二
渡

肱ヒ
ジ
オ
カ岡　

彩イ
ロ
ハ羽　

     
正
樹    

稲
葉
崎
下

田タ
ナ
カ中　

煌コ
ウ
キ海　

     
康
弘    

二
渡

田タ
ゾ
コ底　

勇ユ
ウ
ト人　
　

  

敏
郎　

 
牛
瀬
戸

谷タ
ニ
グ
チ口　

瑠ル

リ璃　
　

  

哲
生　

 
坂
元

高タ
カ
ノ野　

瞳メ

イ衣　
　

  

凌
一　

 

堀
ノ
内

（
平
成
26
年
12
月
届
出
分
）

　
（
故
人
）　　
　
　
　

 （
亨
年
）　   （
自
治
会
）

山
下　

正	

93
歳	

 

新
町

玉
置　

ト
シ
子　

95
歳　
　

宮
前

深
水　

健
一      

74
歳　
　

宮
下

下
新
原　

覺　
　

87
歳　
　

宮
前

下
堂
薗　

ユ
キ　

92
歳　
　
塔
之
原
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

水
流
添
ト
ヨ
子	

91
歳	

 

長
谷
中

大
薄　

ス
ミ
ヱ　

87
歳　
　

老
谷
前

大
森　

司　

   　

81
歳　
　

上
村

湯
前　

金
雄　
　

78
歳　
　

会
田

吉
水　

八
重
子	

84
歳	

 

大
王

児
玉　

ハ
ナ
ヱ	

96
歳	

 

千
鳥
田

赤
坂　

ミ
ヤ
子	

85
歳	

 

中
野

山
﨑　

ハ
ル
子	

85
歳	

 

般
若
寺
前

（
平
成
26
年
12
月
届
出
分
）

お
く
や
み
　
　（
敬
称
略
）

お
め
で
た
　
　（
敬
称
略
）

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
湧
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

※
香
典
返
し
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
受
付

日
で
掲
載
す
る
た
め
、
お
く
や
み
の
月
と
は
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
平
成
26
年
12
月
届
出
分
）

大
牟
礼
東
の
大
牟
禮
ナ
エ
子
さ
ん
か
ら

（
孝
さ
ん
死
去
）

宮
下
の
深
水
勝
子
さ
ん
か
ら

（
健
一
さ
ん
死
去
）

大
王
の
吉
水
甚
逸
さ
ん
か
ら

（
八
重
子
さ
ん
死
去
）

般
若
寺
後
の
下
夷
和
則
さ
ん
か
ら

（
仲
八
さ
ん
死
去
）

塔
之
原
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
下
堂
薗
ヨ
シ
子
さ
ん
か
ら

（
ユ
キ
さ
ん
死
去
）

中
野
の
赤
坂
光
秀
さ
ん
か
ら

（
ミ
ヤ
子
さ
ん
死
去
） 

長
谷
中
の
水
流
添
主
税
さ
ん
か
ら

（
ト
ヨ
子
さ
ん
死
去
）

老
谷
前
の
大
薄
美
次
さ
ん
か
ら

（
ス
ミ
ヱ
さ
ん
死
去
）

千
鳥
田
の
児
玉
千
鶴
子
さ
ん
か
ら

（
ハ
ナ
ヱ
さ
ん
死
去
）

町
外
の
岡
田
カ
ズ
子
さ
ん
か
ら

（
福
壽
ア
ヤ
子
さ
ん
死
去
）

町
外
の
渕
山
律
子
さ
ん
か
ら

（
玉
置
ト
シ
子
さ
ん
死
去
）

町
外
の
井
ノ
上
義
光
さ
ん
か
ら

（
佐
作
さ
ん
死
去
）

【
香
典
返
し
】



第 10 回湧水町
く り の 高 原
ランニング大会
参 加 者 大 募 集
◆と　き　平成２７年４月１９日（日）　午前８時受付
◆ところ　湧水町くりの高原コース（旧栗野工業高等学校周辺）
◆種　目

◆参加資格　健康で体力に自信のある方なら，どなたでも参加できます。
◆参 加 料　大人　2,000 円　高校生以下　1,000 円

※幼児は無料ですが，必ず申し込みをしてください。（当日の申し込みはできません。）
※申し込み後の不参加の場合は，参加料の払い戻しはいたしません。

　郵便振替申込締切日　  平成27年2月27日（金曜日）必着
　インターネット申込締切日　平成27年3月 ６日（金曜日）まで
　                      ※栗野庁舎・吉松庁舎・吉松体育館・栗野中央公民館に備えつけの申込用紙によりお申し込み
                           ください。（電話での申し込みは受付けておりません。）

1.5kmコース
（定員600名）

3kmコース
（定員300名）

5kmコース
（定員300名）

10kmコース
（定員600名）

ファミリー 中学男子 高校一般男子（30才未満） 高校一般男子（30才未満）
小学男子 中学女子 　　一般男子（30才代） 　　一般男子（30才代）
小学女子 高校一般男子（40才未満） 　　一般男子（40才代） 　　一般男子（40才代）

　　一般男子（40才代） 　　一般男子（50才代） 　　一般男子（50才代）
　　一般男子（50才以上） 　　一般男子（60才代） 　　一般男子（60才以上）
高校一般女子（40才未満） 　　一般男子（70才以上） 高校一般女子（30才未満）
　　一般女子（40才代） 高校一般女子（40才未満） 　　一般女子（30才代）
　　一般女子（50才以上） 　　一般女子（40才代） 　　一般女子（40才代）

　　一般女子（50才以上） 　　一般女子（50才以上）

県内外から多くのランナーが集う本大会を一緒に盛り上げてくれる

運営ボランティア募集
　湧水町くりの高原ランニング大会実行委員会では，『く
りの高原ランニング大会』にお手伝いくださるボラン
ティアの方を募集しています。
　より多くの方々に “ 湧水町 ” の魅力を知っていただく
ためにも，皆さまのご協力を心よりお待ちしています。

申し込み及び問合せ先　　〒899-6192　湧水町中津川603番地　湧水町教育委員会生涯学習課内
　　　　　　　　　　　　湧水町くりの高原ランニング大会実行委員会事務局
　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　0995-75-2142　ＦＡＸ　0995-75-2456

申込締切日　平成27年3月6日（金曜日）まで

町制施行10周年記念


